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把̂ 卿ムム从设巧幻礙 ; 货a 现 で 巧 .■仍 ^^^^，^ ^ 1沈

書

ドナルドスン著

『公 有 地 史』

Thomas Donaldson, The Public D om ain: Its  
H istory w ith  S tatistics, W ith a N ew  Introduc
tion by Paul W . Gates (N ew  York and 
London：Johnson Reprint Corp., 1970. Pp. xv i,
1343. I n d e x .) (邦 価 13, 200 円） •

最近のリプリント.ブームは驚嘆に価するといって 

よい。個人的な例ではあるが，私が昨年入手した書物 

の半数近くが覆刻本であったし，古書目録を探るより 

も新刊のリプリント . リストを繰る方が，ずっとめぼ 

しいものが覓つかるというのが昨今の状態である。も 

ちろん，これは私の専攻分野が経済史であることにも 

大V、に関係していると思われるが，ともあれリプリン 

トの犯濫は，いかなる分野にも顕著な現象であろう。 

かつて留学中に，以前から名のみ知っていた本によう 

やくめぐり会い，感激して筆写したり，コピーをとっ 

てもらったりした思い出があるが，そうした書物が，

I 、ささか値は張るものの，嵬京にt 、て手に入れられる 

のであるから，有難い世•の中といわねばならない。

もっとも，玉石混漪という言葉が，これほど良く当 

てはまる場合も少なかろうというのが，覆刻書ブーム 

の現状である。ジョン * ハーヴァード.ライブラリイ 

(The John Harvard L ib r a r y )の如き信用のおける叢書 

は例外であって， リプリント専H の老舗の出すものの 

中にも，かなりな下手物が多い。そうした中で，アメ 

リ力経済史関係についていえば，ウィリアム.パー力 

一 (William N. P ark er)が監修者となっているH istoiy  
of American E con om yというシリ一ズは，かなり程度 

の高いものである。このシリーズは，アメリカの各大 

学の経済史あるいは歴史学の教授に，入手困難でリブ 

リントに俩すると思われる書物を推薦してもらい，そ 

れを編集委員会で検討した上で覆刻するという方針を 

とっているため，ー访;の水準が保たれているわけであ 

る。

. いささか前置が-良くなったが，ここに紹介するドナ 

ルドスソの r公有地史』も，上記のパーカーの監修す 

るシリーズ中の1 抓である。元 来 は 1 8 7 9年に設立さ 

れた第1 次公有地調逾委員会 (Public Land Commisaion) 
の報告書の一部をなすものであるが，いやしくもアメ

評

リカ公有地史を研究する者は，一度は目を通し，望む 

らくは座右におくべき書物といってよい。ただ残念な 

ことに，これまでのわが国においては，文字通りの稀 

覯書であって，公有地史の研究者の誰もが利用し得た 

わけではない。私自身は旧上野図書館で閲覧したが， 

一般の大学図書館で，この書物を所蔵するところは稀 

であろう。アメリカにおV、てすら，研究者の誰もが持 

っているという類の本ではなく， リプリント版への需 

要は大きいものと思われる。

ところで，著名な公有地史家ロビンズは，かつて本 

書を次の如く評している。「しばしばドナルドスンは， 

単に委員会の報告から一部分を抜きだし，文章の間に 

彼自身の個人的見解をつけ加えているにすぎない。 こ 

の書物は，いくらかの独創的見解と多くの誤りの入ひ 

交った公有地法令のスクラップブックとみなしてもよ 

いであろう。とはいえ，本書がきわめて有益であるこ. 
とは確かであり，多分，公文書中で，もっとも数多く 

弓丨用されたものといえるであろう。j (Roy M. Robbins, 
Our Landed Heritage, p. 2 9 1 .)本書を手にとる者は，ま 

さにロビンズと同様な感想を抱くに違ん、なV、。という 

のも，準 に 1，3 0 0 頁という厚さが問題なのではなく，

内容が極めて複雑な，あるいはゴタゴタした構成をし 

ているためである。目次や索引は一応存在するが，見 

ればかえって混乱する，という向きすらある。例えば， 

目次で公有地の測量という章を引くと， 1 8 8 0年 6 月 

3 0 日以前については178〜1 9 5頁，1 8 8 2年 6 月 3 0 日 

までについては 567〜6 7 6 頁，1 8 8 3年 6 月 3 0 日及び 

1 2 月 1 日までは1239〜1 2 4 7頁となっているという具 

合であるし，惻量費を調べようとすれば，少くとも10, 
力所を見なければならないという具合である。

このような混乱は，本書の成り立ちと関係があるの 

で，一応その点にふれておく必要があろう。前述の如 

く， ドナルドスンの『公有地史』は単なる研究書とは 

異なり，公有地調查委員会の報告の一部である。この. 
委員会は当時の公有地不正使用や不正取得への対応， 

さらには資源保全のたもの対策として，残存する公有 

地のより良い管理，利用，処分方法を調杳答申するた 

めに設置されたものであり， ドナルドスンは，. その 5 
名の委員の一人であった。報告書は 5 巻からなり，最 

初の巻はいわば本文にあたる委員会の結論と答申， 2 
〜4 巻は公有地関係法令集，.最後の巻が，こ の r公有 

地史』である。本虜の第 1 版 は 1 8 8 0 年に完成さ;^, 
同年出版されたが，盟 1 8 8 1年に改訂版が出版されたヶ 

この改訂版は5 4 4贸からなるものであったが，1 8 8 2 ^
116(35の

書

になって国会は，改訂版出版後の法令等の変イ匕を取り 

入れた増訂版を8, 5 0 0部印刷するように命じた。 ドナ 

ルドスンは，これを良い機会に，以前の版に含ませな 

かった雑多な資料を，すべて付録として加えてしまっ 

た。 したがって，5 1 6 頁までは 1 8 8 1年の版と同じで 

あり，その後，1，3 0 2 頁までが追加分となるわけであ 

る。この増訂版は1 8 8 4年に出版されたが，今日ドナ 

ノレドスンの『公有地史』として流布しているのは，こ 

の 1 8 8 4年版であり，今回リプリントされたのも同じ 

版である。

この書物が無秩序な印象を与えるのは，したがって， 

追加部分の存在の故にであるということもできる。事 

実，5 1 6 頁までをひとまとめとして見れば， ドナルド 

スンの意図や方針もほぼ明らかであるし，構成も整っ 

ている。そこで，先ず，この部分について，その概要 

を紹介しよう。全体は35章と多くの章に分けられてし、 

るが，これは公有地処分の方法が多毺多様であること 

に対応している。すなわち主たる方法侮に章が分かれ 

ているわけである。最初に，合衆国の国土，及び公有地 

についての概観が述べられており，続いて，植民地時 

代から独立，公有地の成立と拡大に至る歴史が記され 

て い る （1〜4 章) 。 1 7 8 7年の条令について述べた章 

(5  m に続き，公有地の管理及び測量についての記述 

( 6 - 7 章）があり，以下は公有地処分がとり扱われる。 

公有地売却諸法案に始まり，先買権法,州政府への公 

有地付与，鉄道への付与，ホームステッド法等々，必 

ずしも順序立っておらず，記述に精粗はあるが，とも 

あれ 8 章から 3 2 韋までは公有地の処分に関する部分 

である。最後の第 32 章には本書の出版当時における 

公有地処分の方法についての要約がある。3 3章以下は， 

いわば補論にあたり， 州及び准州の概況（3 3 童)，植 

民地時代の土地制度 (3 4章)，カナダ，オーストラリア， 

ブラジル,メキシコの公宿地制度（3 5 章）が述べられ 

ている。

以上によって明らかな如く， 『公有地史』の本来の 

構成は，その成立，拡大，管理，処分についての記速 

に，植段地時代及び外国の土地制度に関するいわば比 

較検討部分を加えたものである。調奄要員会報告の一 

部分ではあるが， ドナルドスンの意図は客観的な公有 

地の歴史を編慕することにあり，必ずしも答_ を支持 

するための資料としてのみ本書を書いたわけではなか 

った。 したがって，例えば特定の公有地処分の法律に 

ついてめ記述を児れば，その内容の説叨と法案成立過 

程，重毁な部分の引用，後の修正，その法俥の下で処

評

分された公有地に関する統計が示されているのが通常 

のスタイルであって，調査委員としての著者の見解や 

批判はほとんど加えられていないといってよい。

公有地史家としてのドナルドスンの識見は，彼が連 

邦土地局の史料を重視し，その土地権利に関する記録 

を 「公有地のドゥームズデイ• プックj (p. 1 6 6 )と呼" 
んでいることからも解るであろう。彼によれば，公有 

地政策は当初,公有地売却による財政収入に道点をお 

いていたが， 1 8 4 1年の先賀権法に至って， 開拓の促 

進に重点が移り, 1 8 6 2年のホ一ムステヅド法によっ 

て，開拓民への無償付与と^、う政策の大転換がなされ 

た，という（chs. 8 ,10 , 27)。現在の研究水準からいえ 

ば，この意見はあまりに単制iすぎるし，彼の記述その 

ものには誤りもあるが， 1 8 8 0年の段階でこうした図 

式化をなしとげた点については，大いに敬意を払うベ 

きであろう》來実，公有地政策の途遷の大筋としてはf 
今日においてすら.ドナルドスンの図式にほぼ従う研究 

者も多い。その意味では，彼を公有地政策史の通説の 

創始者と呼ぶこ^ ;ができよう。

さらに，ほとんどの公有:1也史家に共通した「開拓者 

びいき」とでも呼ぶべき姿勢においても， ドナルドス 

ンは代表者格をしめている。 もちろん，かかる姿勢は， 

彼の調查委員としての基本的態度であり，それがあま 

り強くでていないことが『公有地史』の正篇の特色で 

ある。しかし，通説の負丨]始者の姿勢という意味で，こ 

のことは指摘しておく必要があろう。彼が，開拓者傻 

遇への政策の変化を是とし，その頂点にホ一ムステッ 

ド法を位置づけていることは,この法律に対して極め 

て多くのページがさかれていることからも解る。また， 

鉄道への公有地付与及び外国政府の統治下においてな 

された土地付与（Private land c la im s)に，やはり多く 

のスペースが与えられていることは，これらが開拓者 

の利益に著るしく反するものと，みなされているため 

であろう。公有地測量の制度が高く評価されてし、る 

(p. 1 8 8 )のも， やはり開拓者利益を考えた上でのこ 

とである。

さて，本書は原題に Its H istory-w ith  S ta t is t ic sと 
あることからも解るように，多数の統計が付されてい 

る。今目の研究者にとってのr公有地史j の価値の大 

半は, この統計の部分に•あるといってもよかろう。と 

くに連邦土地局の年次報告書等を手軽に利用できぬわ 

れわれにとって， ドナルドスンが柒めてくれた統計は， 

極めて貴重かつ便利なものである。彼が地方土地局の 

局員として，公有地に関する実務知識を有していたこ

117(351)
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h が，統計収集あるいは作製にあたって大いに役立っ 

たであろうことは容易に想像できる。それは同時に, 
彼の統計を利用しやすく，信頼性の高いもめとしてい 

る。

’ 数多くの統計のうち，例えばホ一ム ス テ ッド法に関 

寸るものは童要である。そこには，1 8 6 3年から 1880 
年に至る間の，取得申請件数と取得完了件数が州毎に 

示されている（pp. 351-舰 ) 。1 9 6 2年，連邦土地管理局 

•は，ホームステッド法百年祭を記念し， 1册8 年から 

1 9 6 1年に至るまでの統計集を出版したが， それに収 

められているのは取得完了件数のみである。ホームス 

テッド法の果した役割を知ろうとする研究者にとって, 
ドナルドスンの統計と，百年祭記念の統計のいずれが 

大切であるかはI 、うまでもなI 、》連邦土地管理局のそ 

れは，年数こそ長いが，取得中請者中のどの程度が成 

功あるいは奂敗したかを明らかにし得ぬ点で，いかに 

.もお役所的な統計である。 ，

他に，研究上，貴重な統計をひろってゆけば，まず 

地方土地局の場所と開設閉鎖の時期を示したものがあ 

げられる（PP. 1 7 3 -1 7 7 ) ,測量に関しては，その進行状 

祝を示すものはないが，州別の測量地区についての表 

があ る （!>. 195)。 公有地処分に関しては，それぞれの 

法律ごとに一応の要約があるが，鉄道への付与に関す 

る詳細な表が目立つ（PP. 269_287)。また，市街地につ 

いての統計も珍らしいものであり，市街地投機の状態 

を如実に示しているといえよう（pp. 300-305)。外国政 

，府による土地付与に関しては十分な統計はな^、が，こ 

の部分は豊富な実例を含み， 史料的価値が高い（PP. 
365-410)。

以上， 『公有地史』のいわば正篇の部分についての 

.み記したが，これはドナルドスンの_ 物の最初の姿を, 

.あくまでも歴史書として評価すべきであると考えるか 

らに他ならない。 もちろん，彼は琪門的な歴史家では 

力:いし，本書を純粋に学問的な著作とすることはでき 

-ない。しかし，この-書物は，ある意味では，フォード 

(A. C. F o r d ) ,トリート（P. J. T r e a t ) ,ヒバード（B. H. 
：Hibbard)等による公有地史研究の先駆とも呼び得るわ 

けであり，とくに最初の部分は，そのように取り扱わ 

.れてよい。流亦しているのが1 8 8 4年版であり， リプ 

リントされたのがやはり1884年版であるため，『公有 

:地史4 といえば， 1 3 0 0頁にのほ’るスクラップブック 

•という印象が強V、と思われるので，とくに上記の点を 

颂調しておきたい：

ところで, 5 1 7 頁以降は無意味な付けたりかといえ

一_ _

ば， 決しでそうではない。 ドナルドスンの『公有地 

史j を r公有地史j たらしめているのは，まさにこの 

増補の部分であると考える人もいるに違いない。とり 

わけ，この書物を研究書としてではなく史料として重 

視する場合には，この付録の部分が大切になってくる。 

さらに公有地制度改革論者としてのドナルドスンは， 

実にこの部分に入ってから，その真の姿を現わすので 

ある。公有地調査委員会設置前後の事情については，

リプリント版につけられたゲイツ教授の序文に詳しい 

ので，それに譲るが， ドナルドスンが,同じ委員のパ 

ゥヱル（John W. Powell) と同様な改革論者であったこ 

とは記しておく必毁があろう。

ドナルドスンの菡本的姿勢は「現行土地法改正の必 

要性J と題する部分 (pp. 533-551) に明確に示されてい 

る。1 8 8 3年 1 2 月 1 日という日付入りのこの文章は， 

増補部分の冒頭に近く，いわば正篇の序論への付論と 

してつけられているが，芷篇の第1 章では，ほのかに 

示唆されたにすぎぬ彼の見解が，正面切って打ち出さ. 
れているといってよい。 r公有地は人民の所有物であ 

り，財產である。今日までの政策は，主に，時代の要 

求と必要に応じて，わが国民及び外国栘民に，種々の 

法の下で公有地を她分してきた。時として好ましから 

ぬ法律がまぎれこんだことも否定できない。われわれ 

国民は，公有地の適正かつ公平な分配に関心を抱いて 

いる。個人の家こそは最も必要なものであり，そのた 

めに•公有地は保たれねばならない。永年の経験の後， 

1 6 0 エ一ヵ一が，個人の家として適切な処分単泣であ 

ることが定まった。…‘‘現在わが国にとって最も大切 

なことは，今後たとえ1 エー力一といえども，公有地 

を现金あるいは土地証券類で売却してはならぬという 

ことである。かかる売却を許しているあらゆる法律は 

撤廃さるべきであり，証券類は現金で償還さるべきで 

ぁる。」 (p. 533) ! ,
ここにU 用した文章における主張を支えることが，- 

多分ドナルドスンめ增袖部分の本来のB 的であった。. 
いや，丨3 的であるべきであった，とするのが正しいか 

もしれない。事 樊 1 3 0 2莨までの中には，その意阂が 

明らかに読みとれる部分も存在する。 しかし，全体と 

しての付録の印象は，雑多な資料をよせ集めたにすぎ 

ぬ，ということになづてしまう。上記弓丨用文につづく 

5 5 1 茛までの議論は，いささか首を傾げたくなるとこ 

6 もあるが，ともかく一応まとまっている。しかし， 

その後の繃簕方針は，たとえ稃在したにしても， 読 

若には全く觅当がつかない。•これは歴史書としての

—— - 118(552)
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1■公有地史j にとっては不幸なことであった。•■現行土 

地法改正の必要性」という部分を結論として，その後 

.は切り捨ててしまうべきであったに違いない。そう十 

-れば，ヒバ一ドのp公有地政策史j  (Hibbard, A History 
of the Public Land Policies, pp. 547-570)と同様，坐彩に 

富んだ結論を持っ公有地史の一冊として，本書の評価 

:が 定 ま っ た が も し れ な い '
ただ皮肉なととは，それに続く雑多な部分が，実は 

今日の研究著にとっての宝庫であるという点であろう。 

公有地測量の実際について，鉄道への土地付与の，そ 

の後の事態について,あるいはホームステッド法の運 

用方法について， ドナルドスンの収集した資料は極め 

て多くのことを語ってくれる。この部分がなければ， 

本書リプリソトへの要求も少なかったかもしれない。

ともあれ，本書の覆刻により， ドナルドスン， トリー 

卜， ヒバード，ロビンズ，ゲイツと続く公有地史の標 

準的概説書のすべてが，わが国においても容易に入手 

し得ることとなった。 （ごく最近初版の出版されたゲイツ 

の書物を除き，すべてリプリントあり） したがって，アメ 

V 力公有地史の研究に間するかぎり，少なぐともスタ 

ート • ラインにおいては，彼我の差は存在しなくなっ 

たといって良い。その意味で，本書の出版は記念すベ 

き出来事であり，覆刻書ではあるが，あえて紹介を試 

•みた次第である。

岡 田 泰 男

池 田 信 著

『日本機械工組合成立史論』

評

は余りあるものといわねばならないが，それを恐れず 

に以下にかいつまんで内容紹介を行なうことにしたいd

本書の研究対象および目的は，機械工関係の諸組合 

の確立にいたる成立過程と，その特質の解明にある。 

そのさい，機械工が近代産業の，また近代的労働組合 

運動の中軸となる労働者であり* かっ戦前日本の労働 

連動が女子，ホワイト . カラー，鉱山労働者に浸透し 

きれず， 男子機械工傲:!:）中心にになわれたことを 

考えると，本書はたんに機械工組合の成立史であるに 

とどまらず,そのまま日本の労働組合の成立過程の解 

明にもかかわっている。

本書でし、う成立過程で力バ一される時期ば，明治の 

半ばから大正の半ばにいたる時期，すなわち同盟進エ 

組の結成された18的 （明治22) 年から，機械工による 

争議が多発し，同時にそれによる組合も簇生した1921 
年にいたる時期である。

この時期をとり扱うにあたって，本書がことさら 

「成立史論j というのは，機械工組合の確立を， 著者 

が 1 9 1 9年後半から 1 9 2 2年後半の時期，さらに厳密 

には1921年後半にもとめていることにかかわっている6 
すなわち 1 9 2 1年前後は機械工による地方的産業別組 

合 • 一般労組，自主的企業別組合，あるいは官業労働 

総同盟が登場する時期である。またこの時期は，それ 

以前の自然発生的労働運動の段階から，目的意識的な 

段階である確立 • 発展の時加にむかう画期となり，そ 

れ以後の活動•思想のらゆる面で多彩な足跡がしる 

される時期と区別される。そのようなことから，著者 

は， 1 9 2 1年以前を機械工組合ひI 、ては日本労働組合 

の成立期と位置づけるわけである。.

近年， 日本労働運動史に関する研究は，着実に進展を 

みせているように思われる。すぐれた実証研究や理論 

研究も少なくはない。そのような状況の中で，もっと 

もすぐれた成果をあげてきた研究者6 — 人が本書の著 

者 • 池田信氏であった。 かつて大前朔郎氏との共著 

ず日本労働運励史論j  (1966年）を公けにされ.今また 

.本書のような労作を公けにきれたわけである。

本書にまとめられた成染は，後学の評者にとっては, 
方法的にも，また内容•資料的にもきわめて教訓的な 

ものをふくんでいる。それだけに，節雄に紹介するに

そのように位置づけられた成立期においてとりあげ 

られる内容は，本書の構成をみれば明らかである。そ 

れによると， .
序章研 究 の 方 法 と 課 題

第一章労働組合期成会鉄工組合

第二章労使関係の再編成  ,
第三章友愛会傘下の機械工‘造船エ 

第四章大戦ブームの終了と支配管理体系の独イ匕 

第五章団体交渉権獲得岡爭と“労働者による管 

理，，

終 章 総 括  ,
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